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１．はじめに 

 布上に存在する染料や仕上げ剤等様々な物質が汗や水

などによって移染を生じ，色泣きと呼ばれるシミを作る

現象が知られている。この評価については，日本工業規

格(JIS  )には「水」「汗」あるいは「染料の移動性」等の

試験方法があり，また，企業独自の試験方法も行われて

いる。これらはいずれも限定した条件下での試験方法で

あり，クレームの状況と試験結果は必ずしも一致しない

場合が多い。そこで，移染現象のメカニズムを明らかに

するとともにクレーム解析に適した試験方法の検討を行

うこととした。 

 

２．実験および結果 

2.1 依頼試験の結果分析 

 移染性に関する依頼試験結果の分析から，汚染の形状

は図１に示す三タイプに分類されることが分かった。 

染色部 汚 染 部  
      図１ 色泣きクレームの分類 

2.2      風速･温湿度制御装置の作製 
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    図２ 風速･温湿度制御装置 

*1)八王子分室(現テキスタイル技術グループ)  
*2)八王子分室(現ニット技術グループ)   *3)八王子分室   

異なった形状の汚染が生じる原因を探るために，図２の

ような試験中の風速･温湿度を制御できる装置を作製し，

上昇法(染色布に水を通過させて染料を添付布に移動さ

せる方法)による染料の移染性を調べた。  

2.3 溶媒(水)の移動と汚染の関係 

幅 2.5 ㎝長さ 3 ㎝の染色布と，幅 2.5 ㎝長さ 30 ㎝の添

付白布(以下展開布)を 1.5 ㎝重ねて縫い合わせ，上昇法

の複合試験片とした。これを，染色布端が水面下２㎝に

なるようにして一定時間放置した後添付白布の汚染形状，

移動距離を測定した。試験結果から，風速が速く湿度が

低いほど試験布からの水分蒸発量が増し，また，水の移

動距離は小さくなることが分かった(図３)。水分蒸発量

が多く，移動距離が短いことは試験布中で活発に水の流

れが生じていることを示している。水の蒸発量，移動距

離は後述するように汚染の形状に大きく関与している。
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    図３ 移動距離に及ぼす風速・湿度の影響  

2.4 汚染物質と繊維との関わり 

汚染物質(染料，顔料等)と展開布(綿，絹)との組み合

わせを変化させると，両者に親和性のある組み合わせの

場合 (ex.直接染料－綿，酸性染料－絹) には，染料の移

動距離は水の移動距離に比べて少なく，時間が経過して

もその差は縮まらない。これに対して，両者に親和性の

ない場合(ex.酸性染料－綿，顔料－綿，顔料－絹)には，

染料の移動距離と水の移動距離は差が少なく，時間経過

により両者はほぼ一致する。展開布を綿とした場合の，

直接染料と酸性染料の移動性を Rf 値(染料の移動距離を

水の移動距離で割った値)で表したものを図４に示す。

タイプⅠ：にじみが周辺部に

行くに従って薄くなる 

タイプⅡ：外辺部に濃い隈を

つくる(きわ付き) 

タイプⅢ：均一な濃度の汚染
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Rf 値が大きく１に近いほど水と染料の移動距離が近く，

水の移動先端と染料の移動先端が一致しやすいことを示

す。また，布上に汚染物質と親和性を持つフィックス剤，

柔軟剤等の加工剤が在在すると，元来親和性のない組み

合わせであっても，Rf 値の低下が見られる(図５) 
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図４ 親和性の有無によるＲｈ値の違い
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      図５ 繊維加工剤の影響 

2.5 Rf 値と汚染形状 

上昇法による試験時の布中では，水は常に移動先端方

向に向かって流れ，その速度は水との接点で最大，移動

境界で０となる。Rf 値が大きいとき(汚染物質と繊維の

親和性が低い)には汚染物質は水とともに移動し，水の移

動が止まる境界部に“きわ付き”状の汚染(タイプⅡ)と

なる。Rf 値が小さいとき(汚染物質と繊維の親和性が高

い)には，汚染物質は水の移動に取り残されて序々に色の

薄れていく幅の広い汚染(タイプⅠ)となる (図６)。 
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図６ 汚染発生モデル 

以上の結果より，汚染がにじみ状となりやすい条件と

しては①汚染物質と繊維との親和性が高い②水の乾燥速

度が遅く，移動量が少ないことが挙げられる。また，汚

染が“きわ付き”となりやすい条件としては①汚染物質

と繊維との親和性が低い②水の乾燥速度が速く，移動量

が多い等が挙げられる。 

2.6 適切な試験方法とその条件 

染料の移動性を判定する方法として，これまで検討し

てきた上昇法ではなく，汗試験，水試験のように染色布

と添付白布を接することで移動性を判定する方法(圧着

法)も利用されている。両試験方法間の最大の相違点は，

試験中に溶媒の移動があるかないかである。上昇法では

汚染物質の展開布に対する親和性や，水の移動量によっ

て汚染形状・程度に差を生じる。水や汗試験のような圧

着法では，添付白布と汚染物質とに親和性のあるもの(特

に第一添付白布 )ではきわ付き状の汚染は少ないが，添付

白布(特に第二添付白布)に著しい“きわ付き”を生じる

ことがある。これは液中に脱落した汚染物質が，試験後

の乾燥時に水の移動とともに親和性のない添付白布のき

わに移動集積するために生じるものであり，上昇法でみ

られた“きわ付き”と同様の現象と考えられる。いずれ

の試験法についても“きわ付き”は繊維と親和性のない

汚染が主体であり洗濯操作で除去できるものが多く，回

復不能な汚染クレームとはなりにくいと考えられる。 

圧着法においては“きわ付き”の有無により染色堅牢

度等級値の判定に大きな差を生じる場合がある。これを

防ぐためには繊維中を液状で自由に移動できる水を“ろ

紙”等で予め取り除くこと(絞り限界水分率以下とする)

が有効であった。絞り限界水分率(これ以上絞れない水分

率)はナイロン 10%，絹 65%，綿 55%，毛 50%程度であり，

これ以下の水分率の時は染料の移動は起こらないとされ

ている１）。ただし，この操作により“きわ付き”は防止

できるが，水とともに汚染物質もある程度除去されるた

めに汚染は小さくなる傾向がある。 

 

3．まとめ  

色泣きのクレームについての再現試験を行う場合，ど

のような汚染物質がどのような素材に汚染したのかを知

ることが重要となる。いずれの試験方法を採用しても，

移染性の評価は可能と考えられるが，上昇法では綿によ

る展開，圧着法では JIS に定められた第一，第二添付白

布という単純な決め方ではなく，汚染物質と布との親和

性や実際のクレーム品に使用されている素材等を考慮し

て添付布を選定する必要がある。また，試験を行う際の

温湿度，風速，時間等が汚染形状に影響を与えることも

考慮する必要がある。 
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